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一
般
会
計
六
百
三
十
五
億
四
千
万
円
を
中

心
と
し
た
平
成
二
十
九
年
度
の
各
会
計
予
算

案
は
、
三
月
二
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設
置

さ
れ
た
十
二
名
の
委
員
か
ら
成
る
予
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
十
四
日
に
正
副
委
員
長
を

互
選
し
た
後
、
十
五
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た

っ
て
各
予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
与
座 

武 

予

算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審
査

概
要
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
討
論

が
行
わ
れ
、
個
別
採
決
の
結
果
、
平
成
二
十

九
年
度
一
般
会
計
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
、
下
水
道
事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
・
介

護
保
険
事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
、
お
よ

び
水
道
事
業
会
計（
企
業
会
計
）の
各
予
算

は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確

定
し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三

面
に
代
表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別

委
員
会
審
査
概
要
、
五
面
に
予
算
に
対
す

る
討
論
を
掲
載
）。

男
女
平
等
の
推
進
に
関
す
る�

�

条
例
を
可
決

　
三
月
六
日
の
総
務
委
員
会
の
審
査
を
経

て
同
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
男
女
平
等
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
男
女
平
等
の
推
進
に
つ

い
て
基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
市
民
、
事

業
者
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
市
の
施

策
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

男
女
平
等
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
男
女
平
等
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
も
、
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
と
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
施
行
日
は
、
平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
で
す
。

空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
を
可
決

　
三
月
九
日
の
建
設
委
員
会
の
審
査
を
経

て
同
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
条
例
は
、
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、
管
理

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
の
対

策
を
行
う
う
え
で
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
①
特
定
空
家
等

適
正
管
理
審
議
会
の
設
置
②
特
定
空
家
等

の
認
定
③
緊
急
措
置
に
つ
い
て
で
、
こ
れ

に
よ
り
空
き
家
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
地

域
の
良
好
な
住
環
境
の
形
成
を
図
る
も
の

で
す
。
施
行
日
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月

一
日
で
す
。

　

二
月
八
日
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
た
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
で
は
、
女
子
大
通
り
幹
線
管
渠

更
生
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
な
ど
二
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
は
、
女
子
大
通
り
幹
線
管
渠
更
生
工
事
の
施
工
場
所
に
お
い
て
す
で
に
行
わ
れ

て
い
た
他
の
工
事
と
の
同
時
施
工
の
許
可
が
下
り
ず
、
当
該
工
事
の
終
了
時
に
工
事
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
工
期
の
変
更
を
行
う
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
第
一
回
定
例
会
は
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
に
よ

る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
七
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、
お
よ
び
十
四
人
の
議
員
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
で
は
、
平
成
二
十
九
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
予
算

を
は
じ
め
、
三
十
五
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
意

見
書
な
ど
三
件
の
議
員
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
市
議
会
臨
時
会
・
第
一
回
市
議
会
定
例
会

平
成
二
十
九
年
度
予
算
を
可
決

　
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
　
多
様
性
を
力
に
平
和
と
自
治
を
は
ぐ
く
む
予
算

　
一
般
会
計
は
六
百
三
十
五
億
円

CONTENTS
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○武蔵野市議会では、見や
すい紙面作りを進めるため
調査・研究をしており、次
号の市議会だより３６７号に
ついては１面写真の募集は
行いませんのでご了承くだ
さい。

議会広報委員会
からのお知らせ

市議会からのお知らせ
市民との意見交換会
を行います

○武蔵野市議会では、議会
基本条例の策定に向けて調
査・研究を進めています。
これまでの議論をとりまと
めた素案を基に市民との意
見交換会を開催します。

５月２１日（日）　
午後２時～４時（予定）
市役所西棟８階８１１会議室
手話通訳（要予約）、キッズ
スペースあり

武蔵野市議会広報委員会では、見やすい紙面作りを進めるためのアンケートを下記のとお
り実施いたしました。アンケート方法は、右記の市議会だよりサンプルの中から、見てみ
たくなる市議会だよりは何番かを伺いました。対面アンケートは、複数回答可。インター
ネットアンケートは、単独回答。
○対面で行ったアンケート：11 月 25 日（金）コピス吉祥寺Ａ館１階「吉祥寺デッキ」
　　　　　　　　　　　　　12 月 26 日（月）武蔵野市役所１階ロビー
     　　　　　　　　　　　　１月 17 日（火）   武蔵野プレイス１階ギャラリー  
 ○インターネットを使用したアンケート：２月１日（水）～ 15 日（水）
ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。対面アンケートとインターネットアン
ケートの結果を集計し、ご報告させていただきます。詳しくは武蔵野市議会のホームペー
ジをご覧ください。皆様の貴重なご意見を参考にさせていただき、見やすい紙面作りに取
り組んで参ります。

見やすい市議会だよりアンケート結果報告
①～⑤
フリーペーパー型（A4）

⑥～⑩
タブロイド型

市議会だよりサンプル

① 19%

② 9%

③ 33%
④ 5%

⑤ 14%

⑥ 5%
⑦ 4%

⑧ 2%
⑨ 1%

⑩ 8%

対面アンケート（279件）

① 67%

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10
② 0%

③ 0%
④ 3%

⑤ 3%

⑥ 7%

⑦ 7%
⑧ 0%

⑨ 3%
⑩ 10%

インターネットアンケート（30件）
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自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●
与
座
武
議
員

武
蔵
境
駅
前
市
有
地
再
開
発
事
業

の
再
検
討
を

む
さ
し
の
志
民
会
議
●
竹
内
　
ま
さ
お
り
議
員

必
要
性
、公
平
性
、経
済
性
を
考
え
、

納
得
で
き
る
税
金
の
使
い
方
を

空
●
山
本
　
あ
つ
し
議
員

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
終
え
ん
に
伴
い
、

自
治
体
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か

民
主
生
活
者
ネ
ッ
ト
●
川
名
　
ゆ
う
じ
議
員

調
整
計
画
の
目
標「
市
民
の
意
識
を
行

動
に
変
え
よ
う
」へ
施
策
の
展
開
を

「施政方針」は武蔵野市役
所のホームページでご覧い
ただけます。また、市役所
の市政資料コーナー、各図
書館、武蔵野プレイスで閲
覧できます。

　２月24日、市長の施政方針に対して、７名の各会派代表者による
代表質問が行われました。以下はその要旨です。

自
治
基
本
条
例
の
制
定
時
期

と
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
在
り
方

の
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

八
月
ご
ろ
ま
で
に
提
言
を
い

た
だ
き
、
一
年
程
度
を
か
け
て
制

定
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
参
加
型

の
取
り
組
み
を
明
確
化
し
、
条
例

策
定
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
、
条
例

の
目
指
す
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

地
方
自
治
法
、
建
築
基
準
法

の
違
反
が
疑
わ
れ
る
武
蔵
境
駅
前

市
有
地
再
開
発
事
業
は
、
事
業
計

画
を
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
政
セ
ン
タ
ー
の
移
転
を
前

提
に
、
公
民
連
携
の
役
割
分
担
の

も
と
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ご
指

摘
い
た
だ
い
た
課
題
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
範
囲
で
今
後
の
施
設
計
画

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

保
育
園
、
障
害
者
施
設
建
設

問
題
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
が
情

報
公
開
の
在
り
方
に
不
信
感
を
募

ら
せ
て
い
る
と
感
じ
る
が
見
解
は
。

情
報
公
開
と
市
民
参
加
は
不

離
一
体
で
あ
り
、
参
加
の
場
を
増

や
す
こ
と
が
情
報
公
開
の
場
を
増

や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
現
在
明
確
な
ル
ー
ル
が
な

い
た
め
、
今
後
、
自
治
基
本
条
例

の
中
で
ル
ー
ル
化
し
て
い
き
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
る
情
報
化
社
会
の
進
展
が
児
童

生
徒
に
与
え
る
影
響
と
、
そ
れ
に

対
す
る
教
育
現
場
の
対
応
は
。

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康

に
害
が
な
い
よ
う
、
学
校
で
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
利
用
に
関
す
る
安
全
教
室
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
家
庭

も
含
め
て
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

不
正
は
絶
対
許
さ
な
い
と
の

断
固
な
姿
勢
で
警
察
と
連
携
し
、

特
殊
詐
欺
被
害
の
未
然
防
止
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
が
い
か
が
か
。

常
日
頃
か
ら
啓
発
を
繰
り
返

し
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

警
察
と
連
携
し
つ
つ
、
ホ
ワ
イ
ト

イ
ー
グ
ル
に
よ
る
広
報
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
で
注
意
喚
起
し
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
を
推
進
す
る
う
え
で
、
介
護
対

象
者
本
人
は
も
と
よ
り
家
族
の
声

に
も
耳
を
傾
け
、
支
え
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
も
重
要
だ
が
見
解
は
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
自
体
が

家
族
支
援
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、

介
護
保
険
事
業
を
充
実
す
る
こ
と

が
、
介
護
家
族
支
援
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

武
蔵
野
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
二
〇
一
七
は
単
年
度
事
業
と
考

え
ず
、
今
後
も
進
め
る
べ
き
だ
が
、

作
品
の
権
利
擁
護
な
ど
の
課
題
を

ど
う
考
え
る
か
。

今
回
は
作
品
を
お
借
り
し
、

終
了
後
は
返
却
を
す
る
た
め
、
著

作
権
は
本
人
に
帰
属
す
る
。
今
回

は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

明
確
に
整
理
し
き
れ
て
い
な
い
が
、

本
人
の
了
解
を
い
た
だ
き
、
冊
子

な
ど
に
よ
り
記
録
を
公
開
す
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
る
。

認
可
保
育
所
五
園
お
よ
び
認

証
保
育
所
三
園
の
新
規
整
備
に
関

し
、
開
園
に
向
け
て
の
ハ
ー
ド
ル

へ
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

近
隣
の
皆
様
に
は
保
育
園
の

必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

個
々
の
課
題
に
丁
寧
に
対
応
し
、

整
備
に
向
け
て
理
解
を
求
め
た
い
。

市
立
小
中
学
校
の
建
て
替
え

時
期
を
迎
え
、
学
校
給
食
施
設
の

在
り
方
が
緊
急
課
題
と
考
え
る
が
、

対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

給
食
の
提
供
は
不
可
欠
で
あ

り
、
必
要
に
応
じ
て
調
理
場
の
建

て
替
え
や
増
築
も
含
め
検
討
を
進

め
た
い
。

新
公
会
計
制
度
を
長
期
計
画

や
公
共
施
設
の
更
新
に
も
活
用
し
、

調
整
計
画
の
目
標
に
あ
る
「
市
民

の
意
識
を
行
動
に
変
え
よ
う
」
に

つ
な
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

他
都
市
と
の
比
較
が
容
易
に

な
る
こ
と
や
、
市
の
資
産
状
況
を

的
確
に
把
握
で
き
る
た
め
、
今
後

の
計
画
策
定
の
際
の
ツ
ー
ル
と
し

て
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
き

た
い
。

本
市
の
一
人
当
た
り
の
一
般

会
計
予
算
は
約
四
十
四
万
円
と
、

多
摩
二
十
六
市
で
最
高
額
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
平
均
額
に
抑

え
れ
ば
百
億
規
模
の
予
算
と
な
る
。

経
常
収
支
比
率
や
積
立
金
も
不
十

分
で
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
は

東
大
和
市
や
国
立
市
等
よ
り
も
悪

い
。
市
長
の
言
う
健
全
財
政
と
は
。

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
方
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
単
年
度
に
お
け
る
収
支
、

中­

長
期
に
お
け
る
資
産
や
負
債
の

バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
と
れ
て
お
り
、

好
ま
し
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
る
。

予
算
が
潤
沢
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
数
多
く
の
事
業
に
費
や
す

の
で
は
な
く
、
納
税
者
の
負
担
を

減
ら
す
と
い
っ
た
視
点
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

す
べ
て
の
予
算
要
望
に
お
応

え
で
き
て
お
ら
ず
、
十
分
な
予
算

と
は
言
え
な
い
た
め
減
税
は
検
討

し
て
い
な
い
。
最
小
限
の
費
用
で

最
大
限
の
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
税
財
源
は
大
切
に
守
っ
て
い
く
。

本
市
の
出
生
数
、
出
生
率
は

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
多
摩
二

十
六
市
に
お
い
て
依
然
平
均
値
以

下
の
水
準
で
あ
る
。
現
在
の
水
準

に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

出
産
は
個
人
の
考
え
に
よ
る

た
め
、
市
で
目
標
値
を
掲
げ
予
算

化
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

楽
し
く
子
育
て
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
支
援
策
を
構
築
し
た
い
。

施
政
方
針
の
ほ
か
教
育
長
の

教
育
方
針
も
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

新
教
育
会
議
で
教
育
委
員
と

意
見
交
換
を
し
て
い
る
た
め
、
市

長
が
代
表
し
て
述
べ
て
よ
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

都
が
進
め
る
無
電
柱
化
推
進

計
画
と
の
今
後
の
連
携
は
。

都
で
は
、
電
線
の
地
中
化
が

従
来
困
難
で
あ
っ
た
路
線
に
着
手

す
る
と
の
、
前
向
き
な
支
援
策
を

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
安

全
面
を
考
え
た
う
え
で
本
市
も
そ

の
支
援
策
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
に
対

す
る
評
価
を
伺
う
。

ま
ず
今
後
の
政
策
に
注
目
す

べ
き
だ
が
、
日
米
が
良
好
な
関
係

を
築
く
こ
と
が
、
相
互
の
発
展
や

世
界
平
和
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進
行
に

よ
り
、
個
人
が
ば
ら
ば
ら
に
地
域

社
会
に
投
げ
出
さ
れ
、
深
刻
な
状

況
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
の
在
り

方
と
し
て
、
一
人
一
人
を
大
切
に

し
、
支
え
合
い
に
つ
な
が
る
よ
う

な
支
援
策
が
一
層
必
要
で
あ
る
。

こ
の
二
十
年
間
の
、
介
護
保

険
制
度
の
下
で
の
地
域
包
括
ケ
ア

の
進
展
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

高
齢
者
人
口
の
増
加
率
以
上

に
介
護
保
険
給
付
費
が
増
加
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
増
え
て
い
る
。

支
援
費
制
度
の
開
始
や
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
、

障
害
福
祉
分
野
の
評
価
を
伺
う
。

予
算
は
こ
の
四
年
間
で
三
十

四
億
円
か
ら
四
十
五
億
円
に
急
増

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
開
所
な

ど
を
進
め
て
き
て
い
る
。

子
ど
も
家
庭
支
援
分
野
で
は
、

社
会
資
源
が
非
常
に
豊
か
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

こ
の
十
年
間
で
保
育
園
の
定

員
を
お
お
む
ね
倍
に
増
や
す
と
と

も
に
、
多
様
な
子
育
て
支
援
施
策

を
展
開
し
て
き
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
や
子
育
て
分

野
で
拡
充
さ
れ
た
地
域
資
源
を
結

び
つ
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ミ
セ
ン
が
拠
点
と
な
っ
て

地
域
の
課
題
を
共
有
・
顕
在
化
し
、

課
題
解
決
に
向
け
て
議
論
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社
会
の
抱
え
る
問
題
を
、
世

代
間
の
対
立
と
し
て
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
格
差
の
拡
大
が
原
因
と

し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
の
住
ま
い
方
や
年
齢
構

成
、
所
得
分
析
な
ど
を
十
分
に
配

慮
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
立
案
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

そら

施政方針を質す
た だ

代 表 質 問
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日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
●
本
間
ま
さ
よ
議
員

情
報
公
開
、
市
民
参
加
を
進
め
る

た
め
の
全
庁
的
な
ル
ー
ル
化
を

市
議
会
公
明
党
●
落
合
　
勝
利
議
員

市
民
参
加
を
軸
と
し
た
武
蔵
野
ら

し
い
市
政
運
営
を

本
市
の
市
政
運
営
に
お
い
て

取
り
組
ま
れ
て
き
た
、
市
民
参
加

の
基
本
理
念
に
対
す
る
考
え
は
。

市
民
自
治
こ
そ
市
民
参
加
の

姿
で
あ
り
、
こ
れ
を
原
則
と
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
で
市
政
運

営
を
進
め
て
き
た
と
考
え
る
。

今
後
の
災
害
対
策
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
個
々
の
事
例
を
ど
う

分
析
し
、
教
訓
と
す
る
考
え
か
。

本
市
の
自
治
の
在
り
方
や
市

民
参
加
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

自
治
基
本
条
例
の
中
で
、
今

ま
で
の
自
治
の
良
さ
を
明
確
化
す

る
と
と
も
に
、
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

も
市
民
、
議
会
、
市
の
協
働
で
進

め
る
の
が
本
市
の
在
り
方
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
る
。

医
療
と
介
護
の
自
己
負
担
の

増
加
に
お
け
る
市
の
対
策
は
。

過
去
の
震
災
の
経
験
を
通
じ

て
、帰
宅
困
難
者
訓
練
、避
難
所
運

営
の
組
織
化
、
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

今
後
の
対
応
に
も
つ
な
げ
た
い
。

小
中
一
貫
教
育
実
施
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

施
設
の
建
て
替
え
以
前
に
教

育
の
在
り
方
を
議
論
す
る
必
要
が

あ
り
、
新
年
度
は
専
門
家
を
交
え

て
議
論
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想

に
つ
い
て
施
政
方
針
に
は
記
載
が

な
い
が
、
来
年
度
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
の
位
置
づ
け
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
未
来
塾
な
ど

次
期
介
護
保
険
料
改
定
に
お

い
て
は
、
所
得
段
階
区
分
の
細
分

化
を
し
、
累
進
性
を
高
め
る
な
ど
、

低
所
得
者
に
配
慮
し
た
い
。

待
機
児
童
対
策
を
進
め
る
た

め
に
は
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
援

助
す
る
必
要
が
あ
り
、
担
当
課
職

員
を
増
員
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

必
要
な
人
員
の
補
強
を
検
討

し
て
お
り
、
今
後
適
切
な
職
員
配

置
を
し
て
い
き
た
い
。

公
立
保
育
所
運
営
費
等
の
財

源
支
出
を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

交
付
税
措
置
さ
れ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
本
市
は
不
交
付

団
体
で
あ
り
、
公
立
保
育
園
の
運

営
は
全
額
市
の
負
担
と
な
っ
て
い

学
び
の
場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け

る
取
り
組
み
や
、
市
民
活
動
促
進

基
本
計
画
の
改
定
計
画
を
周
知
す

る
中
で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
想
の
議
論
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

方
向
性
が
不
透
明
だ
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
内
に
は
利
用
可
能
な
空
き

家
が
極
め
て
多
い
と
考
え
て
お
り
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
高
齢
者
世
帯
な

ど
の
多
様
な
住
ま
い
方
に
対
応
す

る
支
援
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

防
災
機
能
の
強
化
、
良
好
な

都
市
景
観
の
創
出
を
図
る
無
電
柱

化
の
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

対
象
路
線
は
幹
線
道
路
、
駅

前
周
辺
地
区
な
ど
で
あ
り
、
住
宅

地
の
中
の
区
画
道
路
は
対
象
と
し

て
い
な
い
。
今
後
、
技
術
革
新
等

が
進
め
ば
住
宅
地
の
中
で
の
展
開

も
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

る
た
め
、
国
や
東
京
都
に
適
正
な

財
源
負
担
を
求
め
て
い
き
た
い
。

保
育
の
質
を
重
視
す
る
「
事

業
者
選
択
基
準
」
を
明
確
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

質
の
高
い
保
育
を
実
践
で
き

る
法
人
に
運
営
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
株
式
会
社
を

排
除
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

少
人
数
学
級
を
全
学
年
対
象

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

低
学
年
の
少
人
数
学
級
は
一

部
で
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
は

現
在
も
実
施
し
て
い
る
少
人
数
指

導
の
充
実
を
図
り
た
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
す
る

う
え
で
、
子
ど
も
の
生
活
実
態
調

査
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

数
字
的
な
把
握
で
は
な
く
、

貧
困
の
状
態
を
把
握
し
、
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
他
市
の
実

態
調
査
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本

市
で
可
能
な
方
法
を
研
究
し
た
い
。

う
な
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
は
。

従
来
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
、

歩
い
て
楽
し
い
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
見
直
し
を
図
り
た
い
。

防
災
協
定
は
締
結
が
目
的
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
対
応
が
重
要

だ
が
協
定
団
体
と
の
連
携
体
制
は
。

市
内
約
五
十
団
体
と
協
定
を

結
び
、
各
目
的
に
沿
う
よ
う
な
形

で
協
議
・
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
。

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
今
後
見
直
す
に
あ
た
り
、
吉
祥

寺
の
新
た
な
魅
力
を
生
み
出
す
よ

延
長
保
育
を
導
入
す
る
幼
稚

園
へ
の
支
援
強
化
に
加
え
、
幼
稚

園
に
通
い
や
す
く
な
る
よ
う
保
護

者
へ
の
支
援
拡
充
も
検
討
し
て
は
。

今
後
も
特
徴
あ
る
幼
児
教
育

を
期
待
す
る
が
、
幼
児
教
育
自
体

へ
の
支
援
は
困
難
な
た
め
、
設
備

や
災
害
上
の
支
援
を
継
続
し
た
い
。

本
市
の
児
童
数
は
今
後
増
加

傾
向
に
あ
り
、
敷
地
も
余
裕
が
な

い
中
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫

校
導
入
は
現
実
的
で
な
い
の
で
は
。

今
後
は
教
育
の
在
り
方
を
議

論
し
た
後
に
学
校
施
設
整
備
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
敷
地

も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ハ
ー
ド

面
で
の
議
論
も
行
う
必
要
が
あ
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
庁
内
の
各

分
野
で
ど
う
連
携
を
図
っ
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
市
民
参
加
型
の
実

行
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

庁
内
の
組
織
は
企
画
部
門
に

担
当
を
移
し
、
全
庁
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
実
行
委
員
会
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
等
の
分
科

会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
で
課
題
等

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
す
。

自
治
基
本
条
例
策
定
に
あ
た

り
、
庁
内
で
連
携
が
と
れ
て
い
な

い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

検
討
過
程
に
お
い
て
は
、
お

の
お
の
が
課
題
を
出
し
合
い
発
言

し
て
よ
い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

最
終
的
な
局
面
で
は
意
思
の
違
い

が
生
じ
な
い
よ
う
調
整
し
た
い
。

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●
堀
内
　
ま
さ
し 

議
員

市
長
が
主
役
で
は
な
く
、
市
民
目

線
・
市
民
感
覚
で
の
市
政
運
営
を

市長の施政方針

一人ひとりを大切に　多様性を力に
平和と自治をはぐくむ予算

邑上守正市長

市政運営の基本的考え �
1 自治と平和
　▪本年で平和憲法施行後70年となる。市民とともに

平和事業を推進し、市内外に平和の大切さを発信
する。

　▪これからの本市にふさわしい自治のあり方を自治
基本条例（仮称）として制定することを目指す。

2 災害に強いまちづくり
　▪自助、共助、公助の視点で災害に強いまちづくり

に取り組む。
3 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大

会等に向けて
　▪市民スポーツや文化の醸成、ユニバーサルなまち

づくりを目指す。
4 ユニバーサルなスポーツ・文化の展開
　▪すべての人が楽しめる「Sports for All」の理念

を実践する。
　▪武蔵野アール・ブリュット2017を開催し、芸術文

化活動を支援する。
5 一人ひとりを大切にする
　▪社会参加や生きがいづくりなどを推進し、健康長

寿都市を目指す。
　▪誰もがその人らしく生きるため男女平等施策の積

極的な推進を図る。
6 子どもたちの笑顔をはぐくむ
　▪認可保育所５園および認証保育所３園の新規整備

により定員拡充を行い、待機児童解消を目指す。
7 教育環境の充実と子どもの貧困対策
　▪各学校でＩＣＴ利活用の推進を図る。教育格差が

貧困の連鎖へとつながらないよう、子どもたちに
寄り添った支援を充実する。

8 循環型都市づくりに向けて
　▪新武蔵野クリーンセンターが本格稼働し、循環型

都市づくりの新たな拠点としての役割を担う。
9 個性輝く三駅周辺のまちづくり
　▪三鷹駅北口地区のまちづくりなど、三駅周辺のま

ちづくりを推進する。

10 強くて美しいまちづくり
　▪平成32年に住宅の耐震化率を95％とする目標を掲

げ、耐震化に向けた支援を加速化する。
11 健全な市政運営に向けて
　▪経営力の向上と健全財政の維持に努め、持続可能

な都市づくりを進める。

主要な施策 �
（Ⅰ）健康・福祉
　摂食嚥下機能支援の体制を強化する。精神障害者
グループホームの開設準備金を助成する。障害者支
援施設建設費の補助・建設用地の貸付などの支援を
行う。

（Ⅱ）子ども・教育
　ファミリー・サポート・センター事業を新たに実
施する。子育て情報発信ウェブサイトを構築する。
小中一貫教育の可能性を検討するとともに小中連携
教育研究校を指定し、研究を進める。

（Ⅲ）文化・市民生活
　市制施行70周年記念式典を開催する。吉祥寺図書
館のリニューアルに向けて改修工事を行い、新たな
設備を導入する。創業支援事業団体への運営補助に
よって、市内産業の活性化を図る。

（Ⅳ）緑・環境
　民有地の雨水浸透施設の設置を促進する。太陽光
発電システムの設置についてファンドなどの活用可
能性を検討する。旧クリーンセンターの解体を進め、
施設および周辺の整備を継続する。

（Ⅴ）都市基盤
　景観ガイドラインを策定する。吉祥寺駅周辺の臭
気対策のため、ビルピットの改修費用などへの助成
を拡充する。住宅に関する総合窓口を設置する。

（Ⅵ）行・財政
　住民票、課税証明書など、各種の証明書を全国の
コンビニエンスストアで発行できるよう準備を進め
る。

【市長が 2月 22 日の本会議で行った「施政方針」演説の要旨です】
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総

括

武
蔵
境
駅
北
口
市
有
地
有
効
活
用
事

業
は
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
は

歳

入

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付

金
控
除
額
へ
の
対
策
は

総
務
費

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
未
来

塾
の
今
後
の
展
開
は

民
生
費

保
育
園
の
新
規
開
園
に
向

け
、
保
育
の
質
の
確
保
を

農
業
費
・
商
工
費

市
民
農
園
の

今
後
の
在
り
方
は

衛
生
費

妊
娠
か
ら
子
育
て
期
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

市
民
農
園
は
市
民
が
農
業
に
触

れ
合
え
る
場
と
し
て
大
切
な
存
在
と

考
え
る
が
、
今
後
の
在
り
方
を
伺
う
。

市
民
農
園
へ
転
換
で
き
る
農
地

を
借
り
る
な
ど
設
置
場
所
の
均
衡
を

図
り
、
利
用
し
や
す
く
整
備
す
る
。

�

産
業
振
興
計
画
の
改
定
等
に
あ

た
り
、
多
様
性
の
点
か
ら
外
国
人
留

学
生
等
の
参
画
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

武
蔵
野
サ
ミ
ッ
ト
等
で
の
留
学

妊
娠
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
の
対
応
以
外
に
訪
問
等
も

す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
父
親
に
対
す

る
支
援
も
求
め
る
が
、
い
か
が
か
。

健
康
課
内
に
専
門
職
チ
ー
ム
を

設
け
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問
も
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
父
親
の
た
め
の
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
妊
婦
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

�

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
新
武
蔵

野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
本
格
稼
働

す
る
う
え
で
、
運
用
に
対
す
る
評
価

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

特
別
目
的
会
社
に
四
半
期
ご
と

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
わ
せ
る
ほ
か
、

技
術
や
経
理
な
ど
の
支
援
を
専
門
家

に
お
願
い
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

�

武
蔵
野
油
田
事
業
は
回
収
す
る

「
地
産
」
だ
け
で
な
く
回
収
し
た
油

を
使
う
「
地
消
」
も
す
べ
き
で
は
。

「
地
消
」
に
つ
い
て
は
、
ム
ー

バ
ス
の
燃
料
へ
の
活
用
な
ど
、
今
後

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

新
規
事
業
で
あ
る
子
育
て
情
報

発
信
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
は
何
か
。

必
要
な
登
録
を
す
る
と
予
防
接

種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
保
育
園
等
の

情
報
を
受
け
取
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

�

保
育
の
質
を
担
保
す
る
た
め
に

配
置
し
て
い
る
保
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
ど
の
よ
う
な
役
割
か
。

園
長
経
験
の
あ
る
者
が
認
可
保

育
園
等
を
巡
回
し
、
保
育
が
し
っ
か

り
行
わ
れ
て
い
る
か
等
、
必
要
な
保

育
事
業
の
確
認
の
ほ
か
、
市
民
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
し
て
い
る
。

�

認
可
五
園
、
認
証
三
園
の
保
育

園
開
設
に
向
け
た
保
育
士
確
保
の
た

め
、
市
で
も
方
策
を
練
る
べ
き
で
は
。

事
業
所
は
一
定
の
保
育
士
を
確

保
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
保
育

士
確
保
に
向
け
、
都
全
体
で
支
援
す

る
よ
う
都
知
事
に
要
望
し
て
い
る
。

�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

で
、
生
活
保
護
ま
で
至
ら
な
い
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援
は
ど
う
行
っ
て
い

る
か
。生

活
保
護
と
生
活
困
窮
の
一
体

的
な
相
談
窓
口
を
設
け
必
要
な
施
策

市
の
魅
力
再
発
見
・
発
信
事
業

の
具
体
的
な
内
容
は
。

外
国
に
向
け
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
の
動
画
等
を
作
成
す
る
が
、

こ
の
過
程
を
通
じ
、
市
民
の
方
々
に

市
の
魅
力
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
未
来
塾
の
実
施

に
関
し
、
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

二
十
八
年
度
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
メ
ン
バ
ー
や
公
募
市
民
等
の

計
四
十
名
が
参
加
し
た
。
今
後
は
今

回
の
参
加
者
に
も
企
画
の
段
階
か
ら

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

�

市
制
施
行
七
十
周
年
記
念
と
し

て
交
付
す
る
原
付
バ
イ
ク
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
市
民
参
加
で

デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

プ
レ
ー
ト
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
い

た
め
、
視
認
性
の
点
か
ら
プ
ロ
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。

�

中
高
生
世
代
会
議
の
試
行
に
関

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
、

任
期
も
含
め
て
現
在
の
考
え
を
伺
う
。

任
さ
れ
た
一
期
四
年
を
し
っ
か

り
行
い
選
挙
で
評
価
い
た
だ
く
。
今

後
の
こ
と
は
決
め
て
い
な
い
が
、
長

す
ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
と
考
え
る
。

�

武
蔵
境
駅
北
口
市
有
地
有
効
活

用
事
業
は
、
市
民
参
加
が
行
わ
れ
ず
、

事
業
者
の
提
案
内
容
に
も
問
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
の
選
定
に
は
か
し

が
あ
り
、
再
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

必
要
な
説
明
は
行
っ
て
き
た

が
、
市
民
参
加
の
在
り
方
と
し
て
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
に
対
す
る
説
明
が
不
十

分
だ
っ
た
。
陳
情
審
査
等
で
の
指
摘

は
課
題
と
し
て
受
け
止
め
る
必
要
が

あ
る
。

�

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
は

四
十
数
年
前
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
第
六
期
長
期
計
画

の
策
定
に
向
け
課
題
を
整
理
し
た
い
。

�

当
初
予
算
を
固
く
見
積
も
り
、

多
額
の
繰
越
金
を
基
金
へ
積
み
増
し

し
て
い
る
が
、
市
民
の
要
求
を
さ
ら

に
予
算
に
反
映
で
き
た
の
で
は
。

必
要
な
費
用
を
予
算
に
計
上

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
き

た
。
決
算
後
の
歳
入
歳
出
差
引
残
額

は
今
後
の
公
共
施
設
等
の
建
て
替
え

等
に
備
え
、
基
金
に
積
み
立
て
て
い

る
。

�

専
門
性
を
持
っ
た
市
の
技
術
系

職
員
の
配
置
が
困
難
な
た
め
、
業
務

委
託
契
約
を
進
め
て
い
る
が
、
事
業

の
監
理
の
点
か
ら
も
、
専
門
知
識
を

有
す
る
職
員
は
必
要
で
は
な
い
か
。

現
在
で
も
一
定
程
度
技
術
系
職

員
を
採
用
し
て
い
る
が
、
高
度
に
特

殊
な
専
門
性
を
職
員
が
担
う
の
は
難

し
く
、
民
間
と
連
携
す
べ
き
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
控
除

額
が
増
加
し
て
い
る
が
、
歳
入
減
と

な
ら
な
い
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

返
礼
品
に
よ
る
対
抗
手
段
を
講

じ
て
、
他
自
治
体
住
民
の
納
付
を
増

や
す
の
は
、
本
市
の
特
徴
に
そ
ぐ
わ

な
い
。
国
も
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

見
直
し
の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

�

教
育
費
国
庫
補
助
金
の
中
で
、

今
回
、
歳
入
が
見
込
め
な
く
な
っ
た

も
の
に
つ
い
て
詳
細
を
伺
う
。

校
舎
等
へ
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
設
置
等
に
使
え
る
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
が
、
交
付
さ

れ
な
く
な
っ
た
。

し
、
将
来
的
に
は
各
計
画
の
検
討
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
へ
の
愛

着
を
深
め
る
契
機
と
し
て
は
ど
う
か
。

地
域
へ
の
関
心
や
参
加
は
市
民

自
治
の
足
が
か
り
と
な
る
が
、
過
度

な
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
、
徐

々
に
参
加
可
能
な
取
り
組
み
を
拡
充

し
た
い
。

�

文
化
振
興
基
本
方
針
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
文
化
を
小
さ
く

捉
え
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
も
加
え
た
総
合
的
な

検
討
を
す
べ
き
で
は
。

核
の
部
分
か
ら
議
論
を
始
め
、

そ
の
後
、
ま
ち
づ
く
り
に
広
げ
て
い

き
た
い
。

に
つ
な
い
で
い
る
。
相
談
し
や
す
い

よ
う
全
世
帯
へ
チ
ラ
シ
も
配
布
し
た
。

　一般会計予算は、635億4,800万円で、前年度比32億1,800万円
（4.8％）の減額となりました。歳入の根幹をなす市税収入は、
納税義務者の増加や給与所得控除の見直しの影響による個人市民税
の増や、法人市民税、固定資産税、軽自動車税、都市計画税などに
おける課税の状況から、各税目も増加すると見込まれ、全体では前
年度比約８億1,800万円の増を見込まれています。
　29年度予算は、「一人ひとりを大切に　多様性を力に平和と自治
をはぐくむ予算」と位置づけられ、第五期長期計画・調整計画の２

年目として各分野の施策を着実に推進するとともに、新たな課題に
も対応しながら持続可能な市政運営を行っていくため、限られた財
源を重点的かつ効率的に配分することを基本に編成されています。
また、効率的な行政経営を目指し、健全な財政運営を維持するため、
事務事業および補助金の見直しや政策再編が継続的に実施されたほ
か、経常経費は28年度予算額を上限とする予算配分による経費の節
減が行われています。
　以下は予算特別委員会の審査概要です。

予算特別委員会

審査概要
■一般会計
◇総務費
・市有地活用に関する公民連携可能性の調査� 7,841
・５市共同事業子ども体験塾（多摩・島しょ広域連携活動事業）�12,000
・東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会等�
に向けた武蔵野市実行委員会（仮称）の設置� 2,200

・市の魅力再発見・発信事業� 5,000
・運動習慣の定着化促進事業� 3,000
・り災証明発行システムの導入� 10,985
・コンビニエンスストアでの住民票や税証明等の発行� 16,854
◇民生費�
・摂食嚥下（えんげ）支援事業� 1,188
・旧山﨑邸活用事業� 38,476
・高齢者・障害者施設の防犯対策の充実� 9,000
・精神障害者グループホームの開設支援� 3,872
・障害者支援施設の開設支援
　（総務費分375,060千円を含む）� 432,060
・ファミリー・サポート・センター事業の実施� 12,560
・子育て情報発信ウェブサイトの構築� 2,860
・平成30年４月認証保育所３園の開設� 90,000
・平成30年４月認可保育所５園の開設� 828,471
・居宅訪問型保育事業� 5,865
・福祉型住宅管理人住戸の公営住宅化事業� 5,060
◇衛生費�
・武蔵野油田事業� 1,000
・エネルギー地産地消啓発冊子作成� 500
・公民連携による環境設備普及の研究� 1,000
◇農業費�
・都市農地保全支援プロジェクト� 26,250
◇商工費�
・吉祥寺「はな子」像の披露� 1,000

◇土木費�
・都市計画道路の調査・検討� 9,000
・自転車走行環境づくり� 44,324
・三鷹駅北口周辺の駐輪場再編� 77,509
・空き家実態調査等� 15,500
・空き家対策総合計画策定� 4,909
・公共基準点測量� 23,192
◇消防費�
・消防団第４分団詰所の改築� 63,250
・消防団装備品の充実� 56,433
・災害時マニュアル作成支援委託� 5,400
・防災行政無線デジタル化� 11,513
◇教育費�
・小中連携教育研究協力校の指定� 2,400
・高等学校等入学準備金� 5,760
・高等学校等修学給付金� 7,200
・利便性向上及び観るスポーツ推進のための�
陸上競技場改修工事� 384,670
・図書館開館70周年記念・読書の動機づけ指導�
50周年記念 記録誌作成� 1,180

◇70周年�
・市制施行70周年記念式典� 10,363
・市政功労者交歓会等� 2,818
・「散歩の達人」の発行� 4,000
・原付バイクご当地ナンバープレート交付� 1,332
・特別展示「うつりゆく人と風景－所蔵作品と写真から�
振り返る武蔵野市の70年（仮称）」� 1,534
・保健センター健康フェスティバル（仮称）� 2,000
・武蔵野アール・ブリュット2017� 3,034
・企画展「中島飛行機関連資料新規収蔵資料展（仮称）」� 5,244
・企画展「歴史公文書からひもとく市制施行周年行事（仮称）」� 1,451
■下水道事業会計�
・下水道ストックマネジメント計画策定� 17,064

主要な事業� （単位：千円）

人口１人当たり　441,416円
1世帯当たり　　844,604円

一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

民生費
283億8065万円 

（44.7%）

民生費
283億8065万円 

（44.7%）

総務費
95億6928万円 

（15.1%）

総務費
95億6928万円 

（15.1%）

教育費
82億4696万円 

（13.0%）

教育費
82億4696万円 

（13.0%）

土木費
60億8663万円

（9.6%）

土木費
60億8663万円

（9.6%）

衛生費
59億1819万円

（9.3%）

衛生費
59億1819万円

（9.3%）

消防費
21億5496万円 

（3.4%）

公債費
18億7708万円 

（2.9%）

その他
13億1425万円

（2.0%）

歳 出
635億4,800万円

歳 入
635億4,800万円

市税
399億4154万円

（62.9%）

市税
399億4154万円

（62.9%）

その他
6億177万円

（0.9%）

国庫支出金
82億2539万円

（12.9%）

都支出金
65億369万円

（10.2%）

地方消費税交付金
31億3300万円

（4.9%）

使用料及び手数料
16億2077万円

（2.6%）

繰入金
11億9890万円

（1.9%）

繰越金
7億円

（1.1%）

分担金及び負担金
4億9282万円

（0.8%）

諸収入
4億9213万円

（0.8%）
市債
4億円

（0.6%）
配当割交付金
2億3800万円

（0.4%）

審査した特別委員

平成29年度予算審査に当たった
特別委員の氏名は、次のとおり。

与座 武 予算特別委員長

◎与座　武　　○しばみのる
　高野恒一郎　　深田貴美子
　竹内まさおり　　木﨑　剛
　蔵野恵美子　　落合　勝利
　本間まさよ　　山本ひとみ
　斉藤シンイチ　　川名ゆうじ

◎印 委員長　○印 副委員長
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予算に対する各会派の討論 ①平成29年度武蔵野市一般会計予算
②平成29年度武蔵野市下水道事業会計予算
③平成29年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算
④平成29年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算
⑤平成29年度武蔵野市介護保険事業会計予算
⑥平成29年度武蔵野市水道事業会計予算

　３月28日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。
なお、各会派の構成は８面に掲載しております。
　予算特別委員会の詳しい内容は、会議録またはインターネット議会中継でご覧いただけます。
　会議録は、５月下旬以降、各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所７階市政資料
コーナー、または市議会ホームページにおいて閲覧することができます。 予算特別委員会の審査風景

自由民主・市民クラブ

武蔵境駅北口市有地有効活用
（ＰＰＰ）事業は白紙撤回すべき

①反対　②③④⑤⑥賛成

　武蔵境駅北口市有地有効活用事業は、地方自
治法で定められた議決を経ておらず、審査の公

平性の疑義、市と事業者との契約の不遵守等
の問題がある。調整計画策定の中で議論いた
だいたとの市長答弁は事実に反しており、計
画への記載をもって市民参加を得たとする主
張は見せかけの市民参加である。さらに、こ
の手法に関する調査費が計上されているが、
議会の関わり方や市民参加の手法が明確でな
い。本事業は将来に禍根を残すことになり、
白紙撤回を求め、一般会計予算に反対する。

高野恒一郎議員

むさしの志民会議

市は間違いを隠さず、説明責任
を果たし、市民の信頼回復を

①②③④⑤⑥賛成

　公共施設の建設において、市の説明責任に課
題があり、市民参加のまちづくりの観点から、

市民の気持ちに反したことについて猛省を求
める。市民との協働、事業者との公民連携は
首長の意識が重要であり、間違いを隠蔽せず
繰り返さないことが市民への信頼となる。小
中一貫教育・学校整備と吉祥寺南口再開発は
早急に「大義」と「目指すべき展望」を明確
に示すべきだ。来年度は、社会保障制度に大
きな変化が想定されるため、先を見通した予
算編成を心がけることを求め、賛成する。

深田貴美子議員

空
そら

政府の公有地活用・保育などでの
規制緩和に対し、自立した対応を

①②③④⑤⑥賛成

　待機児ゼロに向けた認可保育園５園・障害者
入所施設の整備、高等学校等修学援助制度創設

など子どもの貧困への対応を評価する。施設
一体型小中一貫校実施については、来年度教
育委員会で一定の結論を出すとのことだが、
本市で進めるべき理由は見当たらず賛成でき
ない。市有地活用に関して公民連携（ＰＰ
Ｐ）の可能性も含めた調査費が計上されてい
るが、ＰＰＰそのものに議会の議決や市民参
加に制約を課すという制度的限界があるため、
ＰＰＰの在り方を検証するのが先である。

山本ひとみ議員

市議会公明党

市長のリーダーシップのもと、
市民理解を得る市政運営を

①②③④⑤⑥賛成

　平成29年度予算審査においては、市民参加
の視点を重視して臨んだ。市制施行70周年記

念事業もあるが、新規・継続のそれぞれで市
民生活の向上につながる事業が盛り込まれた
ことを評価する。市政運営においては「総論
賛成、各論反対」ということもあり、その問
題解決にあたって最前線に立ってこそ、市長
の政治的役割があるものと指摘する。新年度
予算の執行においては市民との信頼関係を壊
すことのないよう、可能なかぎりの配慮を強
く求め、賛成とする。

落合勝利議員

日本共産党武蔵野市議団

子どもの貧困対策、認可
保育園新設を評価する

①②③④⑤⑥賛成

　高等学校等修学支援事業の創設や就学援助費
の入学前支給などの子どもの貧困対策への取り

組みを評価する。高齢者への摂食嚥下支援や
障害者支援施設、認可保育園５園の新設など
を含めきめ細かな予算が計上された。
　一方、前年に続き検討されている小中一貫
教育は教育環境の点からも問題がある。武蔵
境駅北口市有地有効活用事業についても市民
への情報開示等の対応が後手に回り混乱が生
じた。問題が生じたときこそ市長を筆頭に市
が一丸となり対応することを求め、賛成する。

本間まさよ議員

民主生活者ネット

チーム市役所として課題
解決に向けた対応を

①②③④⑤⑥賛成

　予算編成方針のテーマ「多様性を力に」の視
点が子ども分野をはじめ各分野に見受けられた。

思い切った保育園定員拡大という多数に向け
た支援と、障害児等の居宅訪問保育事業など
の少数であるが確実に必要な支援という、両
輪の視点での施策に期待する。認可外保育施
設入所児童保育補助金制度の大いなる進展を
大変評価する。現在市が抱えるさまざまな課
題については背景が複雑であり、一筋縄では
対応できないことから、横の連携、チーム市
役所として対応することを求める。

蔵野恵美子議員

消
防
費

武
蔵
野
市
民
防
災
協
会
の

役
割
と
在
り
方
は

教
育
費

小
中
一
貫
教
育
は
子
ど
も
の

利
益
に
か
な
う
環
境
整
備
を

各
特
別
会
計

下
水
道
事
業
に
お
け
る

適
正
な
行
政
代
行
の
徹
底
を

土
木
費

三
鷹
駅
北
口 

交
通
課
題
の
解
消
を

生
や
在
住
外
国
人
の
意
見
等
を
活
用

し
計
画
に
取
り
込
め
る
と
考
え
る
。

�

吉
祥
寺
「
は
な
子
」
像
の
設
置

場
所
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

当
面
は
吉
祥
寺
駅
北
口
ロ
ー
タ

リ
ー
に
設
置
を
す
る
が
、
将
来
は
南

口
広
場
に
移
設
し
た
い
。
設
置
後
の

維
持
管
理
は
市
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

武
蔵
境
駅
北
口
市
有
地
有
効
活

用
事
業
に
お
い
て
、
関
係
法
令
に
適

合
し
た
建
築
確
認
を
行
う
べ
き
で
は
。

関
係
法
令
の
解
釈
等
に
つ
い

て
、
都
内
の
自
治
体
は
市
に
移
管
さ

れ
る
以
前
に
建
築
確
認
を
行
っ
て
い

た
、
都
の
判
断
基
準
に
な
ら
っ
て
い

る
。
本
市
も
こ
の
考
え
方
で
こ
れ
ま

で
建
築
確
認
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

�

三
鷹
駅
北
口
街
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
検
討
の
中
で
、
交
通
環
境
の
課

題
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

補
助
幹
線
道
路
を
整
備
す
る
こ

と
で
交
通
環
境
の
改
善
が
見
込
ま
れ
、

新
た
な
交
通
体
系
が
構
築
で
き
る
と

考
え
る
。
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
庁
内
検

討
委
員
会
な
ど
で
協
議
し
た
い
。

�

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

改
定
に
あ
た
り
、
こ
の
十
年
で
吉
祥

寺
は
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
と

考
え
て
い
る
の
か
。

吉
祥
寺
駅
北
口
に
ひ
さ
し
を
設

置
し
、
南
北
自
由
通
路
の
整
備
を
し

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、

観
光
機
構
の
設
立
や
ま
ち
案
内
所
の

開
設
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。

教
育
大
綱
の
決
定
権
者
が
首
長

と
な
っ
た
中
、
市
長
と
し
て
小
中
一

貫
教
育
の
理
念
や
方
向
性
を
示
す
責

務
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

首
長
が
決
定
権
者
で
は
あ
る
も

の
の
、
学
校
設
置
者
と
し
て
の
役
割

と
教
育
内
容
を
審
議
す
る
役
割
は
教

育
委
員
会
と
分
担
す
る
も
の
で
あ
る
。

武
蔵
野
市
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
在

り
方
は
、
教
育
委
員
会
で
し
っ
か
り

と
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

小
中
一
貫
校
の
学
校
施
設
整
備

基
本
計
画
中
間
ま
と
め
に
お
い
て
、

校
庭
に
必
要
な
直
線
距
離
が
五
十
メ

ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
が
狭
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
南
側
以
外

の
校
庭
配
置
を
検
討
し
た
経
緯
は
。

実
際
に
授
業
で
利
用
す
る
距
離

は
五
十
メ
ー
ト
ル
が
多
い
。
南
側
以

外
で
の
校
庭
配
置
に
つ
い
て
は
、
体

育
館
等
の
施
設
を
自
由
に
配
置
す
る

た
め
な
ど
か
ら
検
討
し
て
き
た
が
、

雨
・
雪
対
策
等
は
検
討
課
題
で
あ
る
。

�

平
成
三
十
八
年
に
は
現
在
よ
り

三
割
児
童
数
が
増
え
る
と
見
込
ま
れ

市
民
の
防
災
意
識
向
上
に
向
け

た
啓
発
活
動
の
実
施
状
況
は
。

防
災
課
が
地
域
訓
練
等
に
参
加

し
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
る
が
、

二
十
九
年
度
は
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

�

大
震
災
発
生
時
、
来
街
者
へ
は

ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
す
る
の
か
。

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
駅
員

や
交
番
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
駅
や
交
番
に
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

�

武
蔵
野
市
民
防
災
協
会
の
役
割

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

防
災
推
進
員
の
活
動
支
援
等
を

実
施
し
て
い
る
が
、
小
規
模
な
組
織

で
あ
る
が
ゆ
え
に
機
動
力
が
あ
る
と

て
い
る
が
、
改
善
対
象
と
な
る
大
規

模
校
等
に
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
は
。

想
定
内
で
の
増
加
に
な
る
と
考

え
て
い
る
が
、
学
区
編
成
や
学
校
施

設
の
建
て
替
え
等
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
に
お
い
て
、
児
童
増
加
の
対

策
検
討
会
議
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
に

伴
い
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
教

育
が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
根
拠
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

学
校
全
体
で
情
報
教
育
を
深
め
た
い
。

�

教
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
、

副
校
長
の
事
務
処
理
を
補
佐
す
る
た

め
配
置
さ
れ
る
職
員
の
業
務
内
容
は
。

調
査
の
回
答
や
学
習
指
導
員
等

に
関
す
る
事
務
な
ど
で
あ
る
。
学
校

事
務
職
員
の
業
務
と
重
な
る
部
分
は

あ
る
が
、
住
み
分
け
て
考
え
て
い
る
。

〈
下
水
道
事
業
会
計
予
算
〉

専
門
職
が
多
く
い
る
都
市
づ
く

り
公
社
が
、
事
業
着
手
前
か
ら
調
査

や
協
議
等
の
行
政
代
行
を
し
っ
か
り

と
遂
行
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
間
委
託

し
た
委
託
契
約
の
変
更
な
ど
は
生
じ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

事
業
計
画
は
本
市
と
都
で
策
定

す
る
。
都
市
づ
く
り
公
社
は
行
政
代

行
機
関
と
し
て
の
補
助
業
務
を
行
う

た
め
責
任
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

�

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

シ
ニ
ア
支
え
合
い
ポ
イ
ン
ト
制

度
が
開
始
さ
れ
た
が
、
現
時
点
で
の

課
題
を
伺
う
。

制
度
利
用
に
あ
た
り
、
説
明
会

兼
研
修
会
の
受
講
が
必
要
だ
が
、
説

明
会
が
長
時
間
に
わ
た
る
、
開
催
時

期
が
一
定
で
な
い
、
協
力
施
設
が
東

部
地
区
に
な
い
等
の
点
が
課
題
で
あ

る
。
現
在
、
説
明
会
の
開
催
時
期
や

時
間
の
見
直
し
等
を
進
め
て
い
る
。

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
組
織
の
在

り
方
は
中
長
期
的
に
検
討
し
た
い
。

予算特別委員会

審査概要
人口１人当たり　441,416円
1世帯当たり　　844,604円

一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

民生費
283億8065万円 

（44.7%）

民生費
283億8065万円 

（44.7%）

総務費
95億6928万円 

（15.1%）

総務費
95億6928万円 

（15.1%）

教育費
82億4696万円 

（13.0%）

教育費
82億4696万円 

（13.0%）

土木費
60億8663万円

（9.6%）

土木費
60億8663万円

（9.6%）

衛生費
59億1819万円

（9.3%）

衛生費
59億1819万円

（9.3%）

消防費
21億5496万円 

（3.4%）

公債費
18億7708万円 

（2.9%）

その他
13億1425万円

（2.0%）

歳 出
635億4,800万円

歳 入
635億4,800万円

市税
399億4154万円

（62.9%）

市税
399億4154万円

（62.9%）

その他
6億177万円

（0.9%）

国庫支出金
82億2539万円

（12.9%）

都支出金
65億369万円

（10.2%）

地方消費税交付金
31億3300万円

（4.9%）

使用料及び手数料
16億2077万円

（2.6%）

繰入金
11億9890万円

（1.9%）

繰越金
7億円

（1.1%）

分担金及び負担金
4億9282万円

（0.8%）

諸収入
4億9213万円

（0.8%）
市債
4億円

（0.6%）
配当割交付金
2億3800万円

（0.4%）
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吉祥寺の悪質な客引きについて、①通
行の妨げとなりイメージダウンになると考
えるが対応は②平成14年のつきまとい条
例制定時には想定していなかった、新たな
業態の客引きへの対応策が必要ではないか。
①執ような客引きなど通行の妨げとな

る行為者に対しては、ブルーキャップの巡
回による指導などの強化を図っていきたい。
②環境が悪化するようであればまちの皆様
と協議をし、対応策などを検討したい。
中学校部活動の充実のため、外部指導

員の待遇や権限を強化すべきでは。
市教育委員会として何ができるかを研

究し、可能な改善を図っていきたい。

吉祥寺の悪質な客引きに
新たな対応を

高野恒一郎議員

保育園の用地を検討するにあたり、旧
中央図書館跡地や旧桜堤小学校の敷地も除
外すべきでないと考えるが、いかがか。
旧中央図書館跡地は公共施設建て替え

の際の代替地に、旧桜堤小学校跡地は桜野
小の第２校庭として活用する予定である。
平成30年４月での待機児ゼロの目標

は変更しないと考えてよいか。
認可保育所や認証保育所の整備を行う

中で、目標達成を目指していきたい。
ひとり親家庭への支援拡充に関し、病

児・病後児保育の負担軽減をすべきでは。
今後、吉祥寺地区で施設を整備する段

階で、利用者負担の在り方は検討したい。

平成30年４月での待機児ゼロの
実現とひとり親家庭への支援拡充を

山本ひとみ議員

指定管理者制度を活用する本市におい
ては市民サービスを担う財援団体で、仕事
と家庭の両立を可能とする新しい公共型ワ
ークシェアモデルを実現すべきではないか。
財援団体は働き方にも柔軟性があると

考えるため、ワークシェアをはじめとした
働き方改革の検討をするよう求めたい。
教員の多忙化解消、教育の自治の視点

から市独自の教職員の正規採用が必要では。
教職員を正規化するとなると、人件費

等の課題に対し相当な準備が伴うため、必
要があれば市長部局と協議していきたい。
　このほか、事業所内保育所を求めること
についての質問がありました。

生活の質の豊かさを大切に
した働き方の改革を

内山さとこ議員

産後ケア事業について、①保健師との
面談を通じ、必要に応じて支援すべきでは
②ニーズ調査の実施状況について伺う。
①先進事例を視察し、市内の医療機関

と意見交換の場を持つなど連携も深めてお
り、今後も研究したい②こんにちは赤ちゃ
ん訪問の際聞き取りをしている。その結果
をもとに産婦への早期支援につなげたい。
国は子育て世代包括支援センターの全

国展開を目指すとしている。本市でもワン
ストップ窓口が必要と考えるが見解は。
取り組みの必要性は認識しており、庁

内で関係機関と準備作業をしている。早期
にこのような取り組みも進めていきたい。

子育て世代包括支援
センターの推進を

大野あつ子議員

保育の質を担保するために、保育園運
営課題に対しては、「特定教育・保育施設
及び特定地域型保育事業者等指導検査実施
要綱」に沿い対応すべきではないか。
保育アドバイザーや市職員が適宜対応

しているが、29年度はさらに指導・検査に
関わる人員体制を強化する予定であり、状
況により立ち入り調査も含め対応したい。
ＵＲが実施している「地域医療福祉拠

点化事業」を活用して桜堤エリアに看護付
小規模多機能型居宅介護を実施し、地域リ
ハビリテーションの拠点としてはいかがか。
平成29年度に設置する第７期介護保

険事業計画策定委員会で検討したい。

セーフ・ダイバー・スマート３シティで
「武蔵野版東京大改革」を

深田貴美子議員

都では災害時はむやみに帰宅しないよ
う推奨しているが保育園や幼稚園の対応は。
基本的には自園の在園児の保護を想定

している。保護者が帰宅困難等になった場
合は、保育園型福祉避難所として、まずは
公立保育園がその役割を担う。
障害児の災害時避難体制について伺う。
避難所内のおもいやりルームで過ごし、

介護トリアージによって福祉避難所に移動
するか判断する。自宅避難でも救援物資が
行き届く体制作りを今後検討したい。
親が留守中の子どもの安否確認体制は。
下校後や休日等、教職員は緊急体制と

して可能な限り出勤し、安否確認を行う。

災害時に支援が行き届きにくい
子どもや女性を守る対策を

笹岡ゆうこ議員

自主防災組織に関し、女性リーダーの
育成が必要と考えるが、見解を伺う。
女性の視点を入れた避難所運営は不可

欠である。避難所リーダー研修等には女性
も多数参加しており、今後さらに進めたい。
福祉避難所の開設に際し、平時から災害
弱者の積極的な把握等が必要ではないか。
自主防災組織などの地域ネットワーク

の中で事前に把握をしていただき、共助の
取り組みをお願いしたいと考えている。
子育て支援施設０１２３の開館時間を延長

してほしいとの声があるが、見解は。
子どもの生活リズムを考慮して開館時間
を設定しているが、今後よく研究したい。

女性の視点を生かした
防災対策の推進を

浜田けい子議員

児童館運営の委託化は検討しているか。
直営に限らず指定管理も含めたうえで、

よりふさわしい運営方法を検討中である。
中央・吉祥寺エリアに児童館が不足し

ているが、拡充についての見解を伺う。
放課後児童の支援策としては、まずは

地域子ども館の充実を図りたく、現時点で
の新たな児童館の設置は考えていない。
あそべえで利用していない時間の教室

利用等、子育て支援施策を拡充すべきでは。
幼児が学校に慣れる利点はあると考え

る。しかし、あそべえは校舎内にあること
から、安全管理上自由に出入りしにくいた
め、管理設備等の課題を研究していきたい。

市民意見交換会を生かした
児童館運営を

下田ひろき議員

一 般 質 問
　第１回定例会では２月28日、３月１日に14名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質問
と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所
７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第１回定例会分は５月26日
登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に
対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

　平成29年４月23日、文教委員会による小中一貫教育につ
いての視察報告と、市民との意見交換会を武蔵野プレイス
において実施しました。

　平成29年４月２日、第25回武蔵野桜まつりがむさしの市
民公園などで開催され、深沢達也議長をはじめ本市議会議
員が参加しました。また、各友好都市の議員が来訪されま
した。（式典で行われた本市議会議員紹介の様子）



平成29年（2017年）5月15日発行7

委員会 総務委員会 文教委員会
日程 平成28年10月12日（水）～14日（金） 平成28年10月12日（水）～14日（金）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①京都府京都市
・ロームシアター京都の公民連
携事業について

②香川県丸亀市
・男女共同参画について

③香川県高松市
・再開発による地域商店街活
性化事業について

④愛知県名古屋市
・名古屋市市民活動推進センタ
ーの運営主体移行に伴う経
過と影響について 京都市　ロームシアター京都

①滋賀県大津市
・いじめ対策について、図書館と
議会図書室との連携について

②滋賀県東近江市
・図書館における健康医療情
報コーナー「バオバブ」の
取り組みについて

③京都府京都市
・小中一貫教育について

④大阪府大阪市
・小中一貫教育について、Ｉ
ＣＴ教育について 京都市　凌風学園

委員会 厚生委員会 建設委員会
日程 平成28年10月26日（水）～28日（金） 平成28年10月26日（水）～28日（金）

視
察
先
お
よ
び
視
察
内
容

①愛知県長久手市
・支え合いマップづくり事業に
ついて

②大阪府大阪市
・大阪自彊館　三徳寮の取り
組みについて

③石川県金沢市
・Ｓhare金沢の取り組みについ
て

社会福祉法人大阪自彊館　三徳寮

①香川県高松市
・エリアマネジメントについて

②大阪府大阪市
・老朽化マンションに対する支
援について、防災・安全に配
慮した横丁の保全について

③兵庫県神戸市
・三宮周辺地区の再整備基本
構想について

大阪市　法善寺横丁

平成28年10月に、各常任委員会で下記のとおり行政視察を実施しました。
各委員会視察報告の詳細については、市議会ホームページで、ご覧いただけます。各常任委員会　行政視察報告

ロコモティブシンドローム※対策として、
①30代から取り組める筋力アッププログ
ラムを市内３駅圏で開催してはどうか②ホ
ームページのスポーツプログラム情報をよ
り見やすく工夫してほしいが、見解は。
①全世代対象のプログラムを実施して

いるが、各地区での充実については、必要
性も含め、コミセン等の活用等を検討した
い②分かりやすい周知に向け、検討したい。
本市で、①事業者が保育園を開所する

メリットは②保育士が勤務するメリットは。
①公定価格に上乗せし市独自の運営費

補助をしている②保育のガイドラインによ
る質の高い保育を実践できること等がある。
※運動器症候群

30代から筋力アップ「ロコモ
ティブシンドローム」対策を

蔵野恵美子議員

妊娠から成人まで20年間使用可能な母
子健康手帳の導入を提案するが、見解は。
成長した子どもが自身の子を持ったと

きに貴重な資料になると考える。今後、見
直しの際に導入の可能性を研究したい。
災害などから貴重な母子健康手帳のデ

ータを守るため、電子媒体化して管理する
方法について検討してはいかがか。
予防接種の履歴など、電子データで保

存する重要性は感じている。今後、他市の
例を参考に電子手帳の導入を検討したい。
　このほか、むさしの防災・安全メールの
外国語対応、武蔵野市版プレミアム婚姻届
についての質問がありました。

20年をつづる母子健康
手帳の導入を

藪原太郎議員

市は段階的な電力自由化に対し、どの
ような方針で対応してきたのか。
電力供給の安定性の点から、東京電力

との随意契約を続けてきたが、高圧契約の
53施設については市の環境配慮方針に基
づき、小売電力事業者を含めた入札により
事業者を選定する方向で準備している。
市がみずから電力事業を実施し、エネ

ルギーの地産地消を進めてはいかがか。
採算性等の点から現時点では難しいが、

友好都市との連携の可能性を研究したい。
今春のガス自由化への対応を伺う。
環境性能の評価が困難などの課題があ

るため、情勢を注視し、方針を検討したい。

電力自由化に続く
ガス自由化への対応は

西園寺みきこ議員

テンミリオンハウス事業に関し、①運
営上の懸念を払拭するため、運営団体の意
見が直接市に届く仕組みを作るべきでは②
運営実態を確認し、支援を強化すべきでは。
①市と市民社協、各運営団体代表者に

よる代表者連絡会を開催しているほか、担
当職員が日々の問い合わせ等に対応してい
る②人件費の在り方や利用者負担等の課題
について、運営団体と引き続き検討したい。
福祉施設の拡充策として、市民からの

遺贈の申し出の活用を視野に入れ、寄付制
度の整備や情報提供を求めるが、いかがか。
物件により条件等が異なり、一律の対

応が困難なため、個別に協議・対応したい。

福祉施設拡充への対応は

しばみのる議員

子ども協会へ委託する学童保育とあそ
べえ事業の一体運営により、一般財源の支
出は、７千万円増になり30年間で支出は
21億円増加となる。行財政改革を進める中
でどう財源を確保するのか。
29年度は指導員数の増、館長と指導員

の正規職員化による人件費の増等から一般
財源の支出は約７千万円増となる。今後も
同様の負担額が見込まれ、財源確保が課題
となる。
あそべえの早朝開放を切り離して市が

引き続き運営することになったのは、いつ
から話し合いがあり、いつ決定したのか。
明確な日付は把握していない。

財援団体への委託費等の財源確
保と事業決定過程の明確化を

木﨑　剛議員

本年７月に開催される、武蔵野アール・
ブリュット※と教育分野との関わりについ
て、どのように考えているか見解を伺う。
今後も教育分野と武蔵野アール・ブリ

ュットで連携しながら、子どもたちの表現
力等を高める教育を一層推進していきたい。
小中一貫教育における特別支援教室導

入の進め方や問題点について、どのように
議論や検討が進められているのか。
全小学校は平成29年４月から本格導入

し、全中学校では平成33年度までに導入す
る方針が東京都教育委員会より示されてい
る。今後都が示す特別支援教室の在り方を
参考に、活用方法を検討したい。
※「生（き）の芸術」と表され、既成の表現方法にとらわ
れず独自の方法と発想で制作された美術作品。

共生社会を目指して「多様な
価値観の共有」を提案する

斉藤シンイチ議員
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東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
意
見
書

　

東
京
外
か
く
環
状
道
路
計
画
に
つ
い
て
武
蔵

野
市
議
会
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
、環
境

悪
化
な
ど
住
民
生
活
へ
の
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
し
て
、都
市
計
画
決
定
の
翌
年
、昭
和
四
十

二
年
「
外
環
道
路
反
対
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
計
画
の
白
紙
撤
回
を
主
軸
に
継
続
し
て
反

対
し
て
き
た
。国
、都
か
ら
の
大
深
度
地
下
方
式

が
公
表
さ
れ
た
平
成
十
五
年
度
以
降
は
「
外
環

道
路
特
別
委
員
会
」を
設
置
し
、現
在
に
至
る
ま

で
、一
貫
し
て
、必
要
性
の
有
無
を
含
め
て
正
確

な
情
報
の
公
開
を
求
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の

不
安
と
懸
念
を
払
拭
す
る
対
策
を
講
じ
る
よ
う

再
三
要
請
し
て
き
た
。

　

東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
つ
い
て
は
、「
対
応

の
方
針
」
の
履
行
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と

は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
る
。ま
た
、本
年
二
月

に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
は
発
進
し
た
も
の
の
、
当

初
計
画
し
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
完
成
は
、
地
中
拡
幅
部
の

設
計
の
遅
れ
な
ど
事
業
進
行
が
順
調
で
は
な

く
、到
底
達
成
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。横

連
絡
坑
の
施
工
案
に
つ
い
て
も
説
明
会
で
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

外
環
ノ
２
に
つ
い
て
は
「
武
蔵
野
市
に
お
け

る
地
上
部
街
路
に
関
す
る
話
し
合
い
の
会
」
が

「
中
間
の
ま
と
め
」に
入
っ
て
い
る
が
、こ
の
六

年
間
余
り
の
議
論
で
都
側
か
ら
の
事
業
の
必
要

第１回臨時会
【市長提出議案（２件）】
●女子大通り幹線管渠

き ょ

更生工事請負契約の変更について �  可決（全会一致） 
　※工期の終期を平成29年２月20日から平成29年４月28日に変更するもの。
●平成28年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第１回） �  可決（全会一致）
第１回定例会

【市長提出議案（35件）】
●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について �  同意（全会一致） 
　※本市固定資産評価審査委員会委員に中

なか

田
だ

千
ち

惠
え

子
こ

氏を選任することについて、市議会の同意を求めるもの。
●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について �  同意（全会一致） 
　※本市固定資産評価審査委員会委員に吉

よし

田
だ

宗
そう

一
いち

郎
ろう

氏を再任することについて、市議会の同意を求めるもの。
●武蔵野市男女平等の推進に関する条例 �  可決（全会一致） 
　※男女平等社会を実現し、次世代につないでいくことを目的として、制定するもの。
●�武蔵野市議会議員及び武蔵野市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を

改正する条例 �  可決（賛成多数） 
※市議会議員および市長選挙における選挙運動の公費負担額の増額改定をするもの。

●武蔵野市特定個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※法改正に伴い、引用している条の改正等をするもの。
●武蔵野市職員の退職管理に関する条例 �  可決（全会一致） 
　※�営利企業等に再就職した元職員による、離職前５年間に在職していた元職場の職員への働きかけを規制

し、元管理職に対しては離職後２年間、再就職先の届け出の義務づけ等を規定するもの。
●武蔵野市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※「介護時間」、育児・介護を行う職員の深夜勤務の制限並びに超過勤務の免除・制限を新たに規定するもの。
●武蔵野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※「介護時間」を新たに規定するほか、育児休業の対象となる職員の範囲を拡大するもの。
●武蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※�「男女平等推進審議会の委員」、「男女平等に関する苦情処理委員会の委員」の報酬等を新たに規定するほ

か、「奨学金支給条例を廃止する条例」により平成31年４月１日まで効力を有するとされるものに係る改正
をするもの。

●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※一般職の職員の給与制度の見直しに伴い、勤勉手当の支給月額の引き下げ等をするもの。
●武蔵野市市税条例等の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※�住宅ローン減税の延長および軽自動車税の環境性能割の導入の時期が変更になったことに伴う規定の整

備等をするもの。
●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例 �  可決（賛成多数） 
　※コンビニ端末による税証明、住民票の写し等の交付に係る手数料等を設けるため、改正するもの。
●武蔵野市印鑑条例の一部を改正する条例 �  可決（賛成多数） 
　※�個人番号カードに付された利用者証明用電子証明書を使用してコンビニ端末機により印鑑証明書を交付

する事務を規定する等の改正をするもの。
●�武蔵野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正

する条例 �  可決（全会一致） 
※法改正に伴い、引用している条等の改正をするもの。

●武蔵野市乳幼児及び義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 
　　� 可決（全会一致） 
　※法改正に伴い、引用している条の改正をするもの。
●武蔵野市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※法改正に伴い、引用している条等の改正をするもの。
●武蔵野市ひとり親家庭の住宅費の助成に関する条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※法改正に伴い、引用している条等の改正をするもの。
●武蔵野市まちづくり条例の一部を改正する条例 �  可決（全会一致） 
　※�景観に関する協議の新設、景観専門委員の設置および景観まちづくり協定制度の新設等を定めるため、改

正するもの。
●武蔵野市空家等の適正管理に関する条例 �  可決（全会一致） 
　※�空家等の適切な管理にあたり、特定空家等適正管理審議会の設置、特定空家等の認定および緊急措置等

を規定するため、制定するもの。
●武蔵野総合体育館アリーナ特定天井等改修工事請負契約 �  可決（全会一致） 
　※契約金額は１億8,792万円。履行期間は平成29年10月20日まで。
●�新武蔵野クリーンセンター（仮称）整備運営事業に関する施設整備工事請負契約の変更について 

　�  可決（全会一致） 
※変更後の契約金額は111億2,468万6,400円（変更前103億7,400万円）。

●石神井川排水区雨水排水幹線管渠
き ょ

設置業務委託契約の変更について �  可決（全会一致） 
　※変更後の契約金額は11億8,783万1,617円（変更前19億280万４千円）。
●区部流入増補管渠

き ょ

整備業務委託契約の変更について �  可決（全会一致） 
　※�変更後の契約金額は7,617万3,480円（変更前上限５億9,224万180円）。履行期間を平成30年３月

31日までから平成29年３月31日までに変更。
●負担付きの寄附を受けることについて �  可決（全会一致） 
　※高齢者施設に充てるため、負担付きの寄付を受けるもの。
●平成28年度武蔵野市一般会計補正予算（第６回） �  可決（全会一致）
●平成28年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第２回） �  可決（全会一致）
●平成28年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第２回） �  可決（全会一致）
●平成28年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第１回） �  可決（全会一致）
●平成28年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第２回） �  可決（全会一致）
●平成29年度武蔵野市一般会計予算 �  可決（賛成多数）
●平成29年度武蔵野市下水道事業会計予算 �  可決（全会一致）
●平成29年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算 �  可決（全会一致）
●平成29年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算 �  可決（全会一致）
●平成29年度武蔵野市介護保険事業会計予算 �  可決（全会一致）
●平成29年度武蔵野市水道事業会計予算 �  可決（全会一致）

【議員提出議案（３件）】
●東京外かく環状道路に関する意見書 �  可決（全会一致）
●政治分野への男女共同参画を推進するための法整備を求める意見書 �  可決（全会一致）
●原発事故避難指示区域外避難者への住宅支援の継続を求める意見書 �  可決（全会一致）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案審議結果（議決）一覧

■
不
採
択

・
東
町
一
丁
目「
平
井
医
院
跡
地
」市
有
地
及
び
南
町
三
丁
目
市

有
地
等
を
活
用
し
、「
緊
急
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
、公
募

選
定
で
の
地
域
か
ら
信
頼
の
置
け
る
事
業
者
に
よ
る
認
可
保

育
所
設
置
」を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情（
※
）

・
待
機
児
童
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
、「
居
宅
訪
問
型
保
育

事
業
」の
対
象
を
待
機
児
童
に
も
拡
大
す
る
こ
と
、及
び
入
園

予
約
制
導
入
に
関
す
る
陳
情（
※
）

・
待
機
児
童
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
、
認
可
保
育
園
に
お

い
て
は
年
齢
別
定
員
を
柔
軟
に
見
直
し
、
三
～
五
歳
児
を
中

心
に
保
育
を
行
う
こ
と
、及
び
小・中
学
校
の
余
裕
教
室
や
敷

地
を
生
か
し
た
保
育
施
設
の
設
置
を
行
う
こ
と
に
関
す
る
陳

情（
※
）

・
市
民
の
財
産
を
毀
損
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
反
対
に
関
す
る
陳
情

・
建
築
確
認
行
政
の
公
平
適
正
な
運
用
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

る
陳
情

・
情
報
公
開
制
度
の
適
正
運
用
と
市
民
参
加
を
求
め
る
こ
と
に

関
す
る
陳
情

・
武
蔵
野
市
健
康
福
祉
総
合
計
画
に
基
づ
く
「
か
か
り
つ
け
医

制
度
」
の
充
実
と
武
蔵
境
駅
北
口
市
有
地
有
効
活
用
事
業
の

見
直
し
に
関
す
る
陳
情

・
東
町
の
市
有
地
・
民
有
地
等
に
保
育
園
設
置
を
求
め
る
こ
と

に
関
す
る
陳
情

・
障
害
者
入
所
施
設
建
設
事
業
の
再
検
討
を
求
め
る
こ
と
に
関

す
る
陳
情

■
継
続

・
ム
ー
バ
ス
路
線
延
長
に
関
す
る
陳
情

（
※
）は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

陳
情 

審
議
結
果

性
に
つ
い
て
説
得
力
の
あ
る
説
明
が
な
さ
れ
た

印
象
を
構
成
員
は
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
で
い

る
。

　

こ
の
間
の
全
般
的
な
交
通
量
の
変
化
や
、
圏

央
道
を
初
め
と
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
の
影
響
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
自
動
車
交
通
量

に
対
す
る
見
通
し
も
明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

計
画
沿
線
住
民
に
と
っ
て
は
、国
、都
の
施
策

に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
て
き
た
積
年
の
忍
耐
を
重

ね
て
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
見
通
し
が
立
た
な
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
、武
蔵
野
市
議
会
は
、武
蔵

野
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
と
沿
線
住

民
の
安
心
な
生
活
と
財
産
を
守
る
た
め
、
下
記

の
と
お
り
、国
及
び
都
に
要
望
す
る
。

一　

東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
つ
い
て
は
、「
対

応
の
方
針
」を
着
実
に
履
行
す
る
こ
と
。ま
た
、

住
宅
直
下
を
掘
り
進
む
か
つ
て
な
い
規
模
の
大

深
度
地
下
方
式
の
事
業
に
つ
い
て
、
安
全
性
と

環
境
影
響
の
視
点
か
ら
必
要
と
思
わ
れ
る
徹
底

的
な
検
証
、正
確
な
情
報
の
公
開
を
行
い
、工
事

の
安
全
を
確
保
し
、
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。そ
の
た
め
、事
業
の
進
行
に

は
慎
重
を
期
す
こ
と
。

二　

外
環
ノ
２
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
「
武
蔵
野
市
に
お
け
る
地
上
部
街
路
に

関
す
る
話
し
合
い
の
会
」
の
「
中
間
の
ま
と
め
」

に
お
い
て
構
成
員
の
声
を
十
分
に
反
映
し
た
も

の
と
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
地
域
住
民
に
広

く
周
知
を
図
る
こ
と
。「
中
間
の
ま
と
め
」以
降

の
事
業
検
討
、
住
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

三　

今
後
も
、武
蔵
野
市
及
び
市
議
会
、住
民
が

求
め
る
、正
確
な
情
報
の
公
開
と
説
明
、必
要
に

応
じ
た
協
議
を
行
う
こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
・
環
境
大
臣
、東
京
都
知

事
あ
て
）

政
治
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
二
十
八（
二
〇
一
六
）年
は
女
性
参
政
権

行
使
か
ら
七
十
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。我
が

国
の
女
性
議
員
の
割
合
は
、
参
議
院
で
は
二
十

・
七
％
と
世
界
平
均
の
二
二
・
〇
％
に
近
づ
き

つ
つ
あ
る
も
の
の
、衆
議
院
で
の
九
・
五
％
は
、

下
院
あ
る
い
は
一
院
制
を
と
る
列
国
議
会
同
盟

（
Ｉ
Ｐ
Ｕ
）百
九
十
三
カ
国
中
百
五
十
七
位（
二

〇
一
六
年
八
月
一
日
現
在
）
と
非
常
に
低
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
議
会
に
お
い
て
も
平
成
二
十

七（
二
〇
一
五
）年
の
統
一
地
方
選
挙
後
の
女
性

議
員
の
割
合
は
一
二
・
一
％
と
一
割
強
に
過
ぎ

ず
、女
性
議
員
が
一
人
も
い
な
い「
女
性
ゼ
ロ
議

会
」は
、全
自
治
体
の
二
十
・
一
％
に
も
上
り
ま

す
。

　

少
子
・
高
齢
社
会
の
諸
問
題
を
初
め
、食
糧
や

環
境
な
ど
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
事
柄
が
重
要
な

政
治
課
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
ま
た
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
場
で
女
性
の
活
躍
推
進
を
掲
げ
て
い

る
政
権
下
に
お
い
て
、
政
策
を
議
論
し
決
定
す

る
政
治
の
場
に
今
ま
で
以
上
に
女
性
が
参
画
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、武
蔵
野
市
議
会
は
、国
会
及
び
政
府

に
対
し
、国
、自
治
体
の
い
ず
れ
の
議
会
に
お
い

て
も
女
性
議
員
の
増
加
を
促
し
、
男
女
が
と
も

に
政
策
決
定
に
参
画
す
る
「
政
治
分
野
へ
の
男

女
共
同
参
画
推
進
」
の
た
め
の
法
整
備
が
実
現

す
る
よ
う
、強
く
求
め
ま
す
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
・
総
務
・
法

務
・
少
子
化
対
策
・
男
女
共
同
参
画
担
当
・
地
方

創
生
・
規
制
改
革
担
当
大
臣
あ
て
）

原
発
事
故
避
難
指
示
区
域
外
避
難
者
へ
の

住
宅
支
援
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

二
○
一
七
年
三
月
末
で
、
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
る
避
難
指
示
区
域
外
か
ら
の
避
難
者

（
以
下「
自
主
避
難
者
」と
い
う
。）に
対
す
る
住

宅
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
る
。東
京
電
力
な
ど
か

ら
の
定
期
的
な
賠
償
を
受
け
ら
れ
な
い
自
主
避

難
者
に
と
っ
て
、
住
宅
支
援
は
唯
一
の
支
援
策

で
あ
り
、多
く
の
自
主
避
難
者
は
、住
宅
無
償
提

供
打
ち
切
り
後
の
避
難
生
活
の
継
続
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
。ま
た
、避
難
し
た
方
々
に
心
な
い

嫌
が
ら
せ
や
子
ど
も
へ
の
い
じ
め
問
題
も
各
地

で
起
き
、
避
難
者
で
あ
る
こ
と
を
公
表
す
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

東
京
都
は
、
自
主
避
難
者
に
向
け
都
営
住
宅

の
優
先
入
居
枠
を
設
け
た
が
、収
入
要
件
・
資
格

要
件
が
厳
し
い
た
め
に
応
募
す
る
資
格
が
得
ら

れ
な
い
方
も
多
数
で
あ
る
。福
島
県
の
意
向
調

査
や
支
援
団
体
に
よ
る
避
難
者
か
ら
の
聞
き
取

り
、報
道
な
ど
に
よ
れ
ば
、相
当
数
の
人
が
住
ま

い
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
住
宅
が
見
つ
か
っ
た
場

合
で
も
、
転
居
費
用
や
新
た
な
家
賃
負
担
で
貧

困
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

武
蔵
野
市
で
も
、都
営
住
宅
・
民
間
賃
貸
住
宅

・
一
般
家
庭
に
福
島
県
か
ら
五
十
四
世
帯
・
百

十
六
人（
本
年
一
月
末
現
在
）の
避
難
者
が
お
住

ま
い
に
な
っ
て
お
り
、
住
ま
い
に
困
窮
す
る
世
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帯
が
出
な
い
よ
う
政
府
・
東
京
都
に
は
配
慮
が
求

め
ら
れ
る
。

　

現
在
、
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
幾
つ
か
の

自
治
体
で
は
、
独
自
の
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
が
、全
て
の
自
治
体
で
は
な
く
、支
援
内
容
も

格
差
が
あ
る
。ま
た
、
原
発
事
故
当
時
、
自
主
避
難

者
は
、都
営
住
宅
・
国
家
公
務
員
宿
舎
・
雇
用
促
進

住
宅
な
ど
の
公
的
住
宅
や
民
間
賃
貸
住
宅
や
一
般

家
庭
な
ど
に
住
ま
い
を
移
し
た
が
、
公
的
住
宅
の

ど
こ
に
住
む
の
か
の
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。し
た

が
っ
て
、
避
難
先
や
入
居
し
た
住
宅
の
種
類
に
よ

っ
て
格
差
が
生
じ
る
こ
と
に
対
し
て
、政
府
が「
住

ま
い
の
確
保
」に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、武
蔵
野
市
議
会
は
、政
府
及
び
東
京
都

に
対
し
、自
主
避
難
者
の
不
安
を
解
消
し
、住
ま
い

の
確
保
に
万
全
を
期
す
た
め
、
以
下
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

一　

東
京
都
は
、
自
主
避
難
者
へ
の
転
居
費
用
や

家
賃
補
助
な
ど
経
済
支
援
を
早
急
に
実
施
す
る
こ

と
。

二　

東
京
都
は
、
都
営
住
宅
な
ど
の
入
居
要
件
を

緩
和
し
、
支
援
か
ら
外
れ
る
自
主
避
難
者
が
出
な

い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

三　

政
府
は
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
む
自
主
避
難

者
が
、居
住
の
継
続
が
で
き
る
よ
う
、自
治
体
の
サ

ポ
ー
ト
に
か
か
わ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四　

東
京
都
は
、
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
世
帯
や

母
子
避
難
世
帯
な
ど
で
、
経
済
的
な
困
難
を
抱
え

る
自
主
避
難
世
帯
の
実
情
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、

配
慮
あ
る
支
援
を
行
う
こ
と
。

五　

政
府
は
、
継
続
し
た
避
難
者
支
援
の
た
め
の

法
整
備
を
行
う
こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
経
済
産
業
・
環
境
・
復
興
大
臣
、

東
京
都
知
事
あ
て
）
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